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主通事故相談日

‘ ~.l，. ι 
10月28日 (火)

市役所市民相談室

10時 - 15時
怠るべく事蝕に関係@

書績をご持怠下さい
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すばらしい作品 かわいい手で絵つ廿 〈ぎ打ち作業

創作の世界に子供の夢

一一一一一一一
陶工芸教室
一一一一一一一一一

中地区公民館

一 一 『鴨側聞!

毎月1回・15日発行 発行所/大村市役所

苦心の作に喜びを
芸術の秋です 中地区公民館!.:..lI?l和50年度の公民

館講座として新たに児Rの創泡拡をのばす陶芸・工芸

数隻を加え.211民ヨ障を腸股しています.

陶芸は毎月第1・3土曜日.工芸は第2・4土曜日の

午後2時から、喜多先生、問中先生.福島先生の箔導

で恋しく勉強しています.

生徒は.市内の紡機園児から小学8年生までの子供

たち61人で.作品と真剣に取組み、すぼらしいものを

作勺ています.

粘土ζね.ひざ小僧での形づ〈り、絵つけはど.ま

た慣れ'.い手つきで.のと引金.かんなけずり .<さ

打ち作業Uど苦心の中にも楽しみを見出しています.

既成品で埋まヲた現在の環境から創作の世界に子供

たちの固を向けさせ、自ら作りだす夢を育て、創造す

奇心と喜びを求めて、熱心に裂しく陶 ・工芸教室は今

Eも続けられています.

明問削鯛即日鰍陥醐愉細川助組聞町制陥園"嶋崎制組副... 圃

編集人/総務線長 lt石直衛即刷所/隆文社印毘1怖
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水

道

料

金

を

り

改

訂

し

ま

す

おおむ

日

月

分

の

料

金

か

ら

市政だより

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
水
道
事

業
に
つ
い
て
、
い
つ
も
暖
か
い
理

解
と
協
力
を
頂
き
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

近
年
の
社
会
、
経
済
、
文
化
の

進
展
は
、
都
市
化
現
象
、
核
家
族

化
な
ど
を
も
た
ら
し
、
生
活
水
準

を
著
し
く
向
上
さ
せ
て
い
ま
す
。

本
市
水
道
事
業
は
こ
れ
ら
の
情

勢
の
中
で
、
増
加
す
る
水
需
用
と

給
水
区
域
の
拡
張
の
た
め
、
第
六

佐
藤
空
港
所
長
か
ら
松
本
市
長

の
胸
に
赤
い
羽
根
第
一
号
を

ー健
康

に

回
拡
張
事
業
を
は
じ
め
諸
施
設
の

拡
充
整
備
を
速
や
か
に
行

っ
て
き

ま
し
た
。

加
え
て
石
油
シ
ョ
ッ
ク
に
端
を

発
し
た
昭
和
四
十
八
年
か
ら
の
急

激
な
経
済
変
動
は
、
諸
施
設
の
拡

充
整
備
に
必
要
な
器
材
な
ど
、
諸

物
価
の
高
騰
、
建
設
改
良
事
業
の

長
期
借
入
金
利
率
の
引
上
げ
に
伴

う
元
利
償
還
金
、
減
価
償
却
費
、

職
員
の
給
与
改
定
な
ど
に
よ
る
経

空

か

り

大

村

大

き

な

羽

根

と

メ

ッ

セ

ー

ジ

届

く

J¥』 費
の
増
加
は
、
避
け
ら
れ
な
い
現

状
で
す
。

乙
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
前
回

の
料
金
改
訂
(
昭
和
四
十
五
年
)

か
ら
五
年
半
を
経
過
し
て
い
る
た

め
、
昭
和
五
十
年
度
で
は
一
般
会

計
か
ら
六
千
二
百
三
十
九
万
円
の

営
業
費
補
助
を
受
け
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
な
お
四
千
七
百
三
十
万

円
の
単
年
度
欠
損
金
を
生
ず
る
見

込
み
で
、
最
大
限
の
企
業
努
力
を

し
て
も
現
行
料
金
で
は
ま
す
ま
す

経
営
が
困
難
と
な
り
、
昭
和
五
十

二
年
度
に
は
約
四
億

一
千
五
百
万

円
余
り
の
累
積
欠
損
金
が
予
想
さ

)特長Ij

れ
事
業
運
営
上
支
障
を
き
た
し
健

全
な
経
営
が
保
た
れ
ま
せ
ん
。

そ
乙
で
や
む
を
得
ず
九
月
の
定

例
市
議
会
に
水
道
料
金
の
改
定
を

は
か
り
、

慎
重
な
審
議
の
結
果
、

九
月
二
十
七
日
下
表
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

諸
物
価
高
騰
の
た
め
、
出
費
ご

多
端
の
折
、
か
よ
う
な
事
情
な
ど

ど
賢
察
の
上
、
よ
ろ
し
く
ど
協
力

下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
改
定
し
ま
す
料
金
は
十
一

月
に
検
針
を
始
め
る
分
か
ら
適
用

し
ま
す
。

福
祉
年
当
の
範
囲
拡
大

該
当
者
は
叩
月
紅
白
ま
で

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が
十
大
村
市
支
会
長
で
あ
る
市
長
は
、

月

一
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

「
本
市
の
募
金
目
標
額
は
昨
年
よ

十
月
二
目
、
田
中
厚
生
大
臣
と

り
二
十
八
%
多
い
二
百
一
万
二
千

灘
尾
中
央
共
同
募
金
会
長
の
メ

ッ

円
だ
が
、
皆
さ
ん
の
助
け
合
い
の

セ

l
ジ
が
、
大
き
な
赤
い
羽
根
と
善
意
と
ど
協
力
に
よ
っ
て
目
標
額

共
に
佐
藤
長
崎
空
港
所
長
か
ら
松

を
達
成
し
た
い
」
と
、
大
き
な
赤

本
市
長
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
い
羽
根
を

つ
け
て

P
R
に
努
め
て

こ
の
目
、
長
崎
県
共
同
募
金
会
い
ま
し
た
。

関

す

る

相

談

は

市

役

所

健

康

相

談

室

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
精
神

ま
た
は
身
体
に
障
害
を
有
す
る
重

度
の
障
害
児
に
支
給
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
た
び
、
障
害
の
対

象
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
中
度
の
障

害
児
に
対
し
て
も
支
給
さ
れ
る
と

と
に
な
り
ま
し
た
。

申
請
期
限

十
月
三
十
一
日

詳
し
く
は
福
祉
事
務
所
に
お
尋

ね
下
さ
い
。

支
給
金
額

r¥ 

i設lrvnl新料金 | 旧料金

1 1~ iJ~i 区分 | 水 量 | 料金水量 | 料金

一般用料金 5m:まで I400円|| 

|料超 過金 11m'!乙つ || 円 1m:につき I 45円

表金料|日新
重
度
障
害
児

月

額

一

八
、
0
0
0円

己!:7i認7士コ
こ
の
た
び

新
設
さ
れ
ま

し
た
福
祉
手

当
に
つ
い
て

は
(
十
月

一

日
号
市
政
だ

よ
り
で

詳

報
)
お
知
ら

せ
し
て
い
ま

す
が
、
認
定

請
求
書
の
申

請
を
し
て
い

150円

円
n
H
U
 

口
4
U

211山で13叫1附まで |2100円|
塁

1

1m:につき
l

吋山っき 3刊
2115Z534州15需534
塁|附叫吋 1m:1ζ引

l基
場 |料

超
料

|基

用 1竺

|襲

営業用

共

浴
中
度
障
害
児

月

額

一

二
、
0
0
0円

な
い
対
象
者
は
期
限
内
に
申
請
し

て
下
さ
い
。

申
請
書
提
出
期
限

十
月
三
十
一
日

耳
と
言
葉
の
相
談
日

毎
月
第
三
土
曜
日

午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で

福
祉
セ
ン
タ
ー
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自画

健

康

ー
に

関

す

る

相

談

[ま

市

役

民

健

康

相

談

室

〔
西
大
村
地
区
の
町
名
町
界
〕

字
名
廃
し
て
町
名
に

説

明

会

を

開

催

町
名
町
界
整
理
は
大
字
、
小
字

を
廃
止
し
て
町
に
変
更
し
、
土
地

住
所
な
ど
の
表
示
を
簡
素
化
す
る

の
が
目
的
で
す
。

整
理
後
は
、
そ
の
地
域
内
の
住

民
の
人
一
も
外
部
か

B
訪
ね
て
来
た

人
も
よ
く
分
る
よ
う
に
す

っ
き
り

し
た
形
の
町
の
区
域
と
し
た
い
も

の
で
す
。

基
準
の
主
な
こ
と
は

大おめでとうございます大

体 育 功労者

スポーツ賞
優 a 良団体賞

j発 の 会た 年で聞大民目、体十
展普体りに 、会会球 」 育日十
に及育社わ 永式 の技 市 の「月

一
、
町
界
は
道
路
、
水
路
、
鉄
道

で
区
別
す
る

一一
、

一
町
当
り
の
面
積
は
最
低
お

お
む
ね
十
・
仰
か
ら
下
ら
ぬ
よ
う

に
す
る

三
、
町
名
は
な
る
べ
く
由
緒
あ
る

も
の
に
し
た
い
が
町
民
の
人
々

の
意
見
を
考
慮
し
て
決
め
た
い

以
上
の
よ
う
な
こ
と
で
西
大
村
地

区
で
は
既
に
整
理
作
業
に
着
手
し

貢
献
さ
れ
た
方
と
、
本
年
度
優
秀

な
成
績
を
収
め
ら
れ
た
選
手
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

体
育
功
労
者

橋
本
喜
一
さ
ん

清

水

忍

さ

ん

森
椋
勝
見
さ
ん

吉
崎
常
彦
さ
ん

松
尾
一
郎
さ
ん

徳
永

‘
誠
さ
ん

浦
瀬
{
男
さ
ん

永
年
に
わ
た
り
市
社
会
体
育

て
い
ま
す
が
、
関
係
地
域
の
住
民

の
入
々
に
理
解
を
深
め
て
頂
く
た

め
次
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
多
数
お
い
で
下
さ
い
。

説
明
会
日
程

十
月
二
十
二
日
午
後
七
時
一二
十

分
植
松
公
民
館

十
月
二
十

三

日

午

後
七
時
三
十

r¥ 

分

植

松

公

民
館

(
二
十
二
日

も
れ
た
人
)

十
月
二
十
四
日
午
後
七
時
三
十

分

桜

馬

場

第
二
公
民
館

十
月
二
十

五

日

午

後
七
時
三
十

分
松
並
第
一
公
民
館

十
月
二
十
八
日
午
後
七
時
三
十

分
植
松
住
宅
公
民
館

踏

切

事

故

防

止

l乙

最
近
、
踏
切
事
故
は
交
通
量
の

増
加
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
正
し
い

交
通
ル

l
ル
の

普
及
実
践

に
よ

り
、
全
国
的
に
は
減
少
し
て
き
ま

の
普
及
、
発
展
に
貢
献
さ
れ

た
功
績
に
よ
り

ス
ポ
ー
ツ
賞

中
島
泰
ニ
さ
ん

本
年
度
全
日
本
実
業
団
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
壮
年

シ
ン
グ
ル
ス
に
お
い
て
三
位

に
入
賞
し
十
年
間
連
続
し
て

本
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
を
受
賞

野
口
和
彦
さ
ん

本
年
度
九
州
高
校
総
合
体
育

大
会
に
県
代
表
と
し
て
出
場

、こ

協

力

を

し
た
。し

か
し
、

当
地
区
門
鉄
管
内
で

は
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
利
用
者

サ
ー
ビ
ス
の
大
き
な
障
害
と
な
っ

し
優
勝
、

F
I
S
ジ
ュ
ニ
ア

l
世
界
選
手
権
大
会
に
日
本

代
表
に
選
ば
れ
る
な
ど

麻
生
富
美
男
さ
ん

本
年
度
九
州
漕
艇
選
手
権
大

会
に
県
代
表
と
し
て
出
場
し

準
優
勝
さ
れ
る
な
ど

県
立
大
村
園
芸
高
等
学
校
女
子

ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア
l
ク
ル
l

本
年
度
九
州
高
校
総
合
体
育

大
会
に
準
優
勝
な
ど

県
立
大
村
園
芸
高
等
学
校
男
子

ナ
ツ
ク
ル
フ
ォ
ア

l
ク
ル

l

全

国

青

年

柔

道

大

会出

場

者

決

る

八
月
二
十
四
日
県
青
年
柔

道
大
会
で
、
大
村
チ

i
ム
が
優

勝
し
ま
し
た
。

こ
の
た
び
県
代
表
と
し
て
全

国
青
年
柔
道
大
会
に
出
場
し
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
声
援
を

お
願
い
し
ま
す
m

l

て
い
ま
す
。

鉄
道
側
だ
け
の
努
力
で
は
事
故

防
止
は
難
し
く
、
踏
切
通
行
の
皆

さ
ん
の
協
力
に
よ
っ

て
達
成
さ
れ

る
も
の
で
す
。

本
年
度
九
州
高
校
総
合
体
育
M

大
会
に
準
優
勝
な
ど

-

w

優
良
団
体
賞

w

大
村
市
剣
道
協
会

w

永
年
に
わ
た
り
社
会
体
育
の

w

普
及
振
興
に
尽
力
さ
れ、

特

叫

に
少
年
剣
士
の
指
導
育
成
に

仇

連
日
精
励
さ
れ
る
な
ど

、

大
村
市
弓
道
協
会

永
年
に
わ
た
り
社
会
体
育
の

普
及
振
興
に
尽
力
し
、
特
に

青
少
年
の
指
導
育
成
に
精
励

さ
れ
る
な
ど

出
場
者

I 椎有 小武神浦
! 葉吉 西田 田 山

l 雅 弘 幸 貞丈敦 弘徳人行夫
ささささささ
んんんん んん

ソ 選 監
手 督

。11 〆ノ

尊
い
人
命
を
守
る
た
め
次
の
事

柄
を
必
ず
守
っ
て
下
さ
い
。

H
踏
切
で
は
必
ず

一
亘
停
止
し
て

安
全
を
確
認
し
て
か
ら
通
行
し

合
子
し
ょ
・
つ

同
し

ゃ
断
機
が
閉
じ
て
い
る
と
き

ま
た
は
警
報
機
が
鳴
っ
て
い
る

と
き
は
、

絶
対
に
踏
切
り
に
入

ら
な
い
よ
う
交
通
ル

l
ル
を
守

れ
ノ
古
品
十
)
よ
'
つ

国
踏
切
で
エ

ン
ス
卜
し
た
り
、
落

輪
し
た
場
合
は
、
あ
わ
て
ず
ま

ず
列
車
を
止
め
る
乙
と
を
考
え

て
下
さ
い
。

そ
し
て
最
寄
り
の
駅
に
知
ら
せ

ま
し

ょ
う
。
ま
た
非
常
ボ
タ
ン

が
設
備
し
て
あ
る
と
き
は
ち
ゅ

う
ち
ょ
す
る
こ
と
な
く
ボ
タ
ン

を
押
し
て
下
さ
い
。
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駆 除 を早め

ハ
工
、
ゴ
キ
ブ
リ
な
ど
の
越
冬

害
虫
が
、
冬
支
度
の
た
め
姿
が
自

に
つ
か
な
く
な
る
時
期
で
す
。
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…
日
時

一
場
所

-

補
助
グ
ラ

ン
ド

…
出
演
種
目

.

軽
音
楽

一

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

一

今
村
浮
立

大

大

村

ま

来
春
の
発
生
を
最
少
限
に
と
ど

め
る
た
め
、
今
か
ら
越
冬
害
虫
の

駆
除
を
重
点
的
に
行
え
ば
、
駆
除

効
果
は
大
き
い
も
の
が
あ

り

ま

す。
そ
れ
に
は、

次
の
方
法
が
最
適

で
す
。

O

便
槽
に
は
乳
剤
四
百
倍
液
を

一
一
t
三
2
一
週
間
間
隔
で
散
布

す
る
と
-共
に
、
く
み
取
り
口
付

近
の
土
に
地
中
ま
で
よ
く
浸
透

す
る
よ
う
散
布
し
て
お
く

O

ゴ
キ
ブ
リ
の
駆
除
は
、
ひ
そ

み
場
所
や

そ
こ
か
ら
の

出
入

口
、
通
路
に
乳
剤
な
ど
の
十

t

二
十
倍
液
を
残
留
噴
霧
や
塗
布

を
し
て
お
く
と
効
果
が
あ
る

樽
み
乙
し

一

仮
装
、
カ
ー
ニバ

ル

一

市
民
総
参
加
の
お
祭
り
で
す

一

の
で
多
数
ご
来
場
下
さ
い
。

-

|
|

多

数

ご

来

場

を

1

1
1

つ
り

大

開

催

十

一
月
三
日
(
祭
)

午
後

一
時
十
分
I
五
時

三
十
分

大
村
市
役
所
横

~ 

健

康

関

竜獅 民
お 子 踊
ど舞道
り行

沖
田
お
ど
り

す

る

相

談

F
l
‘t
‘t
‘l
‘l
、ー‘
t
‘1
‘t
‘l
・ー
‘l
‘i
・1
‘l
・l
・1
‘1
・l
‘l
・l
・t
・-‘
l
d

一

雑
草

の

刈

取

り

を

一

一

市
内
の
い
た
る
と
乙
ろ
に
休
耕

れ

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
み
う

一

一地
や
空
き
地
を
見
か
け
ま
す
が
、

け
ら
れ
ま
す
。

一

一
そ
の
ほ
と
ん
ど
に
雑
草
が
生
い
茂

休

耕
地
や
空
き
地
の
所
有
者
、

一

一
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
は
管
理
者
は
除
草
を
行
い
皆

一

一

先
般
の
市
民
大
清
掃
の
期
間
に

さ
ん
に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う

一

一
セ
イ
タ
カ

ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
な
ど
が

に
し
て
下
さ
い
。

一

一
一
部
の
地
域
に
よ
っ

て
は
刈
取
ら

一

O

馬
牛
豚
舎
の
対
策
と
し
て
は

一
週
間
間
隔
の
寝
わ
ら
交
換
と

畜
舎
の
壁
や
天
井
へ
の
残
留
噴

霧
を
す
る

O

堆
肥
舎
に

つ
い
て
は
、
乳
剤

を
八
百
J
千
倍
液
に
う
す
め
て

充
分
浸
透
す
る
よ
う
に
散
布
す

※ 
ん 殺 る
が 虫
申剤
請 は
し
て各
-f 1ST 

さ務
い連
。絡

員
さ

不
用
犬
は
捨
て
な
い
で

必

ず

回

収

箱

犬
は
成
犬
に
な
る
と
年
二
回
程

度
の
発
情
期
が
あ
り
、
季
節
に
左

右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ど
こ
か
の

メ
ス
犬
が
お
産
し
、
そ
の
子
犬
が

人
の
手
に
よ
っ
て
捨
て
ら
れ
て
い

ま
す
。

捨
て
ら
れ
た
犬
は
、
野
犬
と
な

っ
て
人
畜
、
農
作
物
に
多
大
の
被

害
を
与
え
、

付
近
の
人
は
大
変
迷

惑
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
い
ら
な

は

市

役

行

健

康

相

談

室

lご

い
犬
は
捨
て
な
い
で
、
必
ず
不
用

犬
回
収
箱
を
利
用
し
て
下
さ
い
。

O
不
用
犬
回
収
箱
は
市
役
所
と
各

出
張
所
に
備
え
て
い
ま
す

O
不
用
犬
回
収
は
毎
週
火

・
金
曜

と
毎
月
十
四
日
の
午
前
中
で
す

指
定
日
以
外
は
引
取
り
ま
せ
ん

の
で
、
指
定
日
に
回
収
箱
へ
入
れ

る
よ
う
期
日
を
守
っ

て
下
さ
い
。

J¥ 

町 り は 立 掛 億は 九 目 親 易 十 進の く 月
村 そで五て 金 皆円 実 百 加 をし 保 月を 経安手 で十
なのす 兆 ら は さ にに五 入迎ま 険 一 目 済い 軽 す 月
どう。六れ 信 ん達 二 十 件 えれは 目 的 生 保に 。は
に ち 千 て 託 か し 十 三 数 ま な 皆に と 活険利 便
融約 六い財らて四万 は しが さ 創 しの 料用 郵
資 三 百ま産払い兆件 全 た らん 設 て 安 でで 局
さ 十 三 すと 込 ま 三 、国 。五 にさ 大定提 き の
れ 第 十が し ま す 千保 で 十 愛 れ 正 と供て 簡
て は 四 、てれ 。六 障四 九さた 五 福 し 、 易
、県 億 そ積た 百 額 千 年 れ 簡 年祉 、な 保

皆 や 円の 2戸内…N…山…N…山…~町ι-二γ一守J二一-一ム;一-二γ... 一-
さ 市 余 額 10月 は i増民 ベ の

祉なタ 象 の j簡易 保 険 の月です{学 十 い ん
施 ど | と 改、い明…N…凶…M…向…~…山N…帆N…仇M…凶M…凶M…N帆一}酌，，! 校万 市 まの

設 多 、す 善 配 て す て は す 岸 路宅郡 の円です身
の数 加 る な 当 例いベい 法 。工 、 、中 体のも。近
充 の入 も ど 金 えまてま 律 ま 事港 池 学育 融 本 な
実 人者 の 個 のばす契すで たに湾田 校 館 資 年 と
に を ホ か 々 増 保 。約の 営 、活 、住 の 、を 度 こ
充対 l ら の額 険 者 で利 簡 用 防宅 校三受 二 ろ
て象 ム 、契 、料 lζ 、を 易 さ 災 の 舎浦 け 億 で
てに 、保 約 保 の 還 剰 禁 保 れ 夕、 ほ 、小て爪 活
いし 診 養者障弘 元 余止 険 でム か竹学萱 千 躍
ま た 療セ を 内下 さ 金 さ 事 い 、、 松 校 瀬 百 し
す福所 %対 容げ れは れ 業 ま護 道 1t ・ 小 五 て

凶

器

使

用

犯

罪

を

防

止

し

よ

う

最
近
、
全
国
各
地
で
銃
砲
や
刃

物
、
爆
発
物
を
使
用
し
た
犯
罪
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
警
察
、
防
犯
協
会
で
は

こ
の
よ
う
な
犯
罪
を
防
止
す
る
た

め
、
凶
器
追
放
運
動
を
行

っ
て
い

ま
す
が
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
町

と
す
る
た
め
、
凶
器
や
凶
器
と
な

る
も
の
は
持
た
な
い
、
持
た
せ
な

い
、
使
用
さ
せ
な
い
、
盗
ま
れ
な

い
こ
と
に
注
意
し
、
凶
器
使
用
犯

罪
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
銃
や
刃
物
な
ど
危
険
な

も
の
を
持
ち
歩
い
て
い
る
怪
し
い

人
を
み
か
け
た
と
き
ゃ
、
爆
発
物

と
思
わ
れ
る
も
の
を
作

っ
た
り
、

持

っ
て
い
る
乙
と
を
知
っ

た
と
き

は
、
す
ぐ

一
一
O
番
へ
電
活
し
ま

1
v
ょ
λ
ノ
。



昭和50年10月15日
11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

おおむ

日|診療科目 |医院名 ;所在地 |電話

2
1 小 児 科l回一
内科・外科原医院 宮 小 路115-8427 

9内科・小児科 長医 辻 2-3266 
眼 科木眼東本 2-2711

科 ド ー本町「蜘
科松永内科 乾 馬 場2-2943

zh婦人科|中村吋日 r733
外 .!tI門科山道 医院並 3-2305 

l内 科 「 尾内す島 2-4412
30 整形外科橋口医 竹松本 5-8739

お

し

り

募

集

圃
市
職
員
を
募
集

り

職

種

一

般
事
務

(
男
・

女
)

受
験
資
格

⑦
学
歴
は
問
わ
な
い
が
高
校
卒
業

程
度
の
学
力
を
有
す
る
人
、
ま

た
は
来
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

に
卒
業
見
込
み
の
人

め
昭
和
二
十
七
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
三
十
三
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
れ
た
人
。

第
一
次
試
験
十
二
月
二
十
一
日

申
込
期
間

市政だより

曜当番医日11月の

(5) 

せ

※ 
詳 十
し ー
く 月
は四 1 門

市日 .... 

人 l I .・・‘事 十 ! η'L'lJ¥・n

更元ir宗万里も〕
寸寸 ・ ー

百I V 名三三〉

園
長
崎
県
勤
労
者

美

術

展

種

目

付

絵
画
(
洋
画
、
日
本
画

南
画
)
同
書
道
、
国
写
真

資
格

県
内
に
居
住
し
県
内
に
勤

務
先
を
有
す
る
勤
労
者
、
た
だ

し
出
品
種
目
を
職
業
と
す
る
人

を
除
く

作
品
の
搬
入
期
日

十
二
月
十
五
日

t
二
十
日

搬
入
場
所

O
長
崎
市
桜
町
九
l
六

長

崎

県

勤
労
福
祉
会
館
内
長
崎
労
政

事
務
所

O
佐
世
保
市
矢
岳
町
一
|
二

佐
世
保
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

佐
世
保
労
政
事
務
所

展
示
会
場
と
期
間

長
崎
玉
匡
デ
パ
ー
ト

来
年
一
月
十
六
日

l
二
十
日

佐
世
保
玉
屋
デ
パ
ー
ト

来
年
一
月
二
十
三
日

I
二
十
七

ロM

※
詳
し
く
は
市
商
工
観
工
課
へ

午前9時~午後 6時

圃
防
衛
大
学
校
学
生
を

募

集

受
付
期
間
十
月
二
十
五
日

応
募
資
格

①
十
八
歳
以
上
二
十

一
歳
の
男
子
②
高
校
卒
業
者
(
来

春
卒
業
見
込
み
の
人
を
含
む
)

第
一
次
試
験
(
筆
記
試
験
)

期
日
十
一
月
二
日
、
三
日

試
験
場
長
崎
市
、
佐
世
保
市

第
二
次
試
験
(
口
述
試
験
及
び

身
体
検
査
)

期
日
十
一
月
下
旬
頃

※
詳
し
く
は
市
民
課
へ

注
射
と
検
診

※診療時間

-
叩
月
の
日
曜
当
番
医

一

部

変

更

十
月
一
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た

十
月
の
日
曜
当
番
医
の
中
で
次
の

と
お
り
一
部
変
更
が
あ
り
ま
し
た

④
十
九
日
の
長
崎
医
院
が
田
中
医

院
(
内
科

堺
町
⑤
|
八
二

六
O
)
へ
変
更

圃
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

月 日 !9時-11時 113時'"16時 i

11月5日|妊婦相談 |妊 婦 教室

11月7日 /1 一 般相談

11月12日 11 妊婦教室

:百万函「づ |乳幼児相談

:11月19日 妊婦教室

11月21日 一 般相 談

11月26日
!亘瓦扇面乳幼児相談
※場所 市役所健康相談室

園
子
宮
ガ
ン

検
診
の
結
果

九
月
一
日
か
ら
十
八
日
に
か
け

て
実
施
し
ま
し
た
子
宮
ガ
ン
検
診

の
結
果
に
つ
い
て
、
十
月
十
四
日

ま
で
に
再
検
診
の
通
知
が
な
か
っ

た
人
の
所
見
は
『
異
常
な
し
』
で

す
の
で
ど
承
知
下
さ
い
。

回
乳
児
・
一
般
健
康

相
談
の
変
更

大
村
保
健
所
で
は
一
部
次
の
と

お
り
変
更
、
ま
た
は
休
止
し
ま
す

①
十
月
二
十
一
日
(
火
)
の
乳
児

健
康
相
談
は
、
十
月
二
十
五
日

(
土
)
に
変
更
(
午
前
九
時
I

、
十
一
時
十
五
分
受
付
)

①
十
月
二
十
九
日
(
水
)
の
一
般

健
康
相
談
は
休
止
。

-
妊
婦
教
室

場時
所 間

午
後
一
時
か
ら

市
役
所
健
康
相
談
室

月日 | 内 容

ili月5日10知っておきたい母と子のための制度

(第1田)10妊娠中の保健(乳房マッサージ実習)

10安産のために(補助動作、妊婦体操の
11月12日10産後の保健 実習)1
(第2回)1 ;::= I: -;~'~ 1 A YA' ..l.-.L--+-tTmt，1 10育児(赤ちゃんの入浴のさせ方の実習)1

Fl-…一画〉 l(第3回)10妊娠中の栄養のとり方(貧血食の実習)1

/;¥.. 
占ヨ、

売

-
市
の
不
用
物
件
を
公
売

公
売
物
件

物
件
名
旧
三
浦
小
学
校
校
舎

構
造
木
造
瓦
葺
平
家
建

面
積
四
二
二
ぽ

公
売
方
法
一

般
競
争
入
札

現
地
説
明
十
月
二
十
四
日

午
前
十
時
三
十
分

t
十
一
時

入
札
の
日
時
と
場
所
十
月
二
十

四
日
午
後
一
時

l
一
時
三
十

分
市
役
所
第
三
会
議
室

入
札
保
証
金

入
札
見
積
額
の
百

分
の
五
以
上
の
現
金

※
詳
し
く
は
市
財
政
課
管
財
係
へ

試

験

-
技
能
検
定
試
験

申
込
期
日

十
月
二
十
日
ま
で

実
施
期
間
十

一
月
三
十
日
か
ら

来
年
二
月
二
十
九
日
ま
で
の
聞

に
各
職
種
ご
と
に
実
施

合
格
発
表

来
年
三
月
三
十
日

職

種

機

械
検
査
、
時
計
修
理
、

機
械
整
備
、
紳
士
服
製
造
.
和

裁
、
寝
具
製
作
、
印
刷
製
本、

石
工
、
和
洋
菓
子
製
造
、
建
築

大
工
、
鉄
筋
組
立
、
各
製
図
な

ど
二
十
八
種
類

合
格
者
に
は
一
級
及
び
二
級
の

技
能
士
の
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す

※
詳
し
く
は
市
商
工
観
光
課
へ
。

ス

ポ

ツ

園
大
村
・
諌
早
・
島
原

親
善
柔
道
大
会

日
時

十
月
二
十
六
日
(
日
)

午
前
九
時

市
民
体
育
館

場
所
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(6) 

催

し

も

の

り

-
秋
季
慰
霊
祭

市政だより

十
月
二
十
日
(
月
)

午
前
十
時
三
十
分
閉
式

場

所

県

忠
霊
塔

参
列
者
の
遺
族
章
は
各
地
区
遺

族
世
話
人
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す

が、

届
か
な
い
人
は
、

市

社

会

課
、
各
出
張
所
、
遺
族
会
で
お
受

け
と
り
下
さ
い
。

遺
族
並
び
に
、
市
民
多
数
の
参

拝
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

-
れ
空
廠
殉
職
者

慰

霊

大

祭

旧
二
十
一

空
廠
で
空
襲
な
ど
の

た
め
殉
職
さ
れ
た
職
員
、
学
徒
の

同ザ--向J守

ご寄付ありがとうございました

社
会
福
祉
事
業
費
へ

金
一
封

ム
諏
訪
郷
の
植
木
孟

さ
ん
は
亡
母
邦
香

さ
ん
の
忌
明
に

ム
諏
訪
八
区
の
江
島

一
親
さ
ん
は
亡
二

男
親
治
さ
ん
の
忌

明
に

ム
一

ノ
郷
の
橋
本
源

造
さ
ん
は
亡
母
キ

チ
さ
ん
の
忌
明
に

慰
霊
祭
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す。日
時

場
所

十
月
二
十
六
日
(
日
)

午
前
十
時
三
十
分

殉
職
者
慰
霊
塔
前
広
場

(
松
山
郷
協
和
町
)

-
第
叩
回
市
民
音
楽
祭

十
月
二
十
六
日
(
日
〉

午

後

一

時

開

演

場
所

市
民
会
館

入
場
料

無
料
(
但
し
、
入
場
整

理
券
が
必
要
)

日
時

圃
今
後
の
農
薬
を
考
え
る

時

局

講

演

会

日

時

十

月
三
十
日
(
木
)

午
後
一
時
三
十
分

場
所

市
農
協
会
館
会
議
室

演

題

「

世
界
の
食
糧
不
足
と
農

ム
片
町
の
梅
崎
末
行
さ
ん
は
亡
母

サ
ツ
さ
ん
の
忌
明
に

ム
諏
訪
八
区
笠
原
敏
雄
さ
ん
は
亡

母
志
げ
さ
ん
の
忌
明
に

ム
久
原
住
宅
の
井
原
勇
雄
さ
ん
は

拾
得
金
の
還
付
金
を

ム
沖
田
郷
の
中
島
ス
ミ
ヱ
さ
ん
は

拾
得
金
の
還
付
金
を

ム
宮
小
路
の
射
場
ま
つ
・
え
さ
ん
は

拾
得
金
の
還
付
金
を

A
西
大
村
婦
人
会
(
代
表
喜
々
津

宮
子
さ
ん
)
か
ら

政
の
課
題
」

講
師

武
田
邦
太
郎
先
生

新
農
政
研
究
所
副
所
長

農
林
省
顧
問

主
催

社
団
法
人
国
民
外
交
協
会

後

援

大

村

市

・
市
教
育
委
員
会

大
村
市
農
協

・
松
原
農
協

受
講
料

無
料

-
第

2
回

グ
ル
ー
プ
作
品
展

中
央
公
民
館

十
一
月

一
日

1
三
日

午
前
九
時

t
午
後
五
時
ま
で

場

所

中

央

公
民
館

展
示
作
品

写
真

・
油
絵

・
木
彫

-
書
道

・
手
編

・
墨
絵

・
リ
ボ

ン
フ
ラ
ワ
ー

・
手
づ
く
り
お
や

つ
、
グ
ル
ー
プ
の
パ
ザ

l

日
時

ム
池
田
ア
パ
ー
ト
の
三
根
富
多
さ

~

ん
か
ら

~

老
人
ク
ラ
ブ
へ
金
一
封

V

ム
諏
訪
八
区
笠
原
敏
雄
さ
ん
は
亡

〉

母
志
げ
さ
ん
の
忌
明
に

-

日
本
赤
十
字
社
長
崎
原
爆
病
院
へ
一

金
一
封

ι

ム
京
都
市
の
京
都
文
友
会
(
代
表

中
野
嘉
一
さ
ん
)
か
ら

ね
た
き
り
老
人
へ
オ
ム
ツ
を

ム
西
大
村
婦
人
会

(代
表
喜
々
津

宮
子
さ
ん
)
か
ら

講

習

.6. 
ココE

-
屋
外
広
告
物
に

関
す
る
講
習
会

日
時
十
一

月
十
九
日
J
二
十
日

午
前
九
時
三
十
分

t
午
後
五
時

場
所

長
崎
市
桜
町
九
l
六

長
崎
県
勤
労
福
祉
会
館

受
講
苅
象

長
崎
県
内
で
営
業
活
動
を
行
っ

て
い
る
屋
外
広
告
業
の
営
業
所

で
責
任
者
の
立
場
に
あ
る
人
及

び
近
い
将
来
責
任
者
と
し
て
の

立
場
に
な
ろ
う
と
す
る
人

講
習
手
数
料

二
千
円

受

講

手

続

諌
早
土
木
事
務
所
総

務
課
監
理
係
皿
②

1
0
0
一
O

受
付
期
間

十
月
二
十
五
日
ま
で

-
版
画
に
よ
る

手
"
つ
く
り
年
賀
状
教
室

日
時

十
一
月
五
日

l
十
二
月
十

日
毎
週
水
曜
日
、
午
後
七
時

1
九
時

場
所

中
央
公
民
館

対
象

成
人

定
員

三
十
人

受
講
料

無
料
(
教
材
費
自
己
負

担
)

講

師

岩

永

憲
治
先
生

申
込

十
月
三
十
一
日
ま
で
に
往

復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

生

年
月
日
、
職
業
、
電
話
番
号
を

記
入
し
て
申
込
ん
で
下
さ
い
。

多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
で
決
定

申
込
先

久
原
郷

一
の
一
、

中
央

公
民
館

「
手
づ
く
り
年
賀
状
教

室

」

係

皿

②
l
四
三
二
一

そ

の

他

圃
稲
刈
、
み
か
ん

採

取

賃

金

農
業
委
員
会
で
は
、
今
年
の
稲

刈
と
み
か
ん
採
取
賃
金
標
準
額
を

次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

バ
イ
ン
ダ
ー
に
よ
る
稲
刈
作
業

料
金
、
十
G
当
り
基
本
料
金
七
千

円
(
圃
場
枚
数
五
枚
以
内
)

但
し
、
圃
場
な
ど
の
条
件
に
よ

り
二
十
Mm以
内
で
割
増
料
金
を
徴

収
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

稲
刈
、
み
か
ん
採
取
臨
時
雇
賃
金

男
二
千
八
百
円

女
二
千
三
百
円

午
前
八
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の

食
事
な
し
で
す
。

-
入
湯
税
の
改
正

小
浜
お
お
む
ら
荘

小
浜
お
お
む
ら
荘
の
入
湯
税
は

小
浜
町
徴
収
税
法
改
正
に
よ
り
、

四
十
円
か
ら
百
円
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。な

お
、
宿
泊
料
、
食
事
料
は
現

行
ど
お
り
で
す
。

-
通
行
止
め
の

お

知

ら

せ

市
は
、
公
共
下
水
道
汚
水
管
布

設
工
事
の
た
め
、
次
の
と
お
り
車

両
の
通
行
を
制
限
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
、
特
に
周
辺
住

民
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
と

協
力
の
程
お
願
い
し
ま
す
。

付
場
所
水
主
町
(
岡
内
科
医
院

ー
国
道
)
市
道
六
回
号
線

期
間

来
年
三
月
十
一

日
ま
で

向
場
所

向
陽
町
(
末
長
理
容

t

農
協
給
油
所
)
市
道
五
八
・

二
三
九
号
線
、
国
鉄
線
路
横

期
間

十
月
二
十
日

J
来
年

一

月
二
十
一
日

制

限

内

容

車
両
の
全
面
通
行
禁

止

国
昭
和
日
年
版

県
民
手
帳
の
予
約
受
付

大
型

巴・日量
×
巴
・
町
議

小
型
。
・∞
S
×
呂
・
∞
量

大

型

三

百

円

小

型

二

百

円

申
込
期
限

十
月
三
十
一
日

申
込
先

市
総
務
課

様
式

頒
価
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